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私
た
ち
の
運
動
の
原
点
は
企

業
内
労
働
組
合
運
動
！  

定
期
員
会
開
催
に
あ
た
り
菅

野
中
央
執
行
委
員
長
は
、
冒
頭
、

「
台
風
１
５
号
、
１
９
号
で
の
大

災
害
が
東
日
本
に
襲
い
か
か
り
、

長
野
新
幹
線
車
両
セ
ン
タ
ー
が

水
没
、
首
都
圏
を
は
じ
め
東
北
各

地
の
在
来
線
で
も
土
砂
の
流
出

入
や
水
没
が
あ
り
、
鉄
道
施
設
に

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。
そ
の
被

害
状
況
は
会
社
の
経
営
環
境
に

も
重
く
の
し
か
か
っ
て
く
る
と

考
え
ら
れ
る
。
現
在
、
復
旧
に
む

け
た
作
業
が
続
い
て
い
る
が
、
組

合
員
及
び
社
員
の
皆
さ
ん
に
は

『
鉄
道
魂
』
で
復
旧
完
了
に
む
け

て
、
安
全
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。」
と
挨
拶
し
た
。 

ま
た
、
年
末
手
当
交
渉
に
つ

い
て
も
触
れ
、
「
今
回
の
年
末
手

当
交
渉
で
は
、
昨
年
度
同
様
の
回

答
を
会
社
か
ら
受
け
た
。
今
回
の

交
渉
で
は
申
入
れ
直
前
に
台
風

被
害
を
鑑
み
、
申
入
れ
要
求
の
変

更
を
執
行
委
員
会
で
確
認
し
、
会

社
に
対
し
て
戦
略
的
な
思
い
を

入
れ
た
交
渉
と
し
た
。
少
数
組
合

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
を
戦

略
的
に
取
り
込
み
、
集
団
的
労
使

関
係
を
意
識
し
て
会
社
を
支
持

す
る
労
組
と
し
、
将
来
を
見
据
え

た
組
織
戦
略
を
も
ち
な
が
ら
、
今

後
も
し
っ
か
り
取
り
組
み
た
い
。」

と
抱
負
を
語
っ
た
。 

さ
ら
に
「
９
月
の
早
川
町
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
１
０
月
の
名
取
海
岸

林
再
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
亘
理
町

議
会
議
員
選
挙
で
の
『
小
野
一
雄

氏
』
当
選
、
野
蒜
で
の
イ
ー
ス
ト
・

キ
ャ
ン
プ
な
ど
、
こ
う
い
っ
た
活

動
を
通
し
、
部
会
と
し
て
も
、
組

織
と
し
て
の
振
り
返
り
、
役
員
ま

た
は
組
合
員
と
し
て
の
振
り
返

り
を
行
い
、
こ
の
間
の
様
々
な
活

動
の
目
的
が
ど
う
で
あ
っ
た
か

の
す
り
あ
わ
せ
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
か

ら
次
へ
の
行
動
で
の
結
果
に
つ

な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
ぜ
ひ
考
え

て
い
た
だ
き
た
い
。
」
と
述
べ
、

私
た
ち
の
目
的
を
真
に
達
成
す

る
た
め
に
は
何
を
実
践
す
る
べ

き
か
を
、
各
々
が
自
分
事
と
し
て

真
剣
に
考
え
、
取
り
組
む
よ
う
呼

び
掛
け
た
。 

そ

の

後
、
各
部

会

ご

と

（
設
備
、

営
業
、
運

車
）
に
分

か

れ

て

定

期

委

員

会

を

開
催
し
、

活

動

報

告
・
運
動
方
針
提
案
・
質
疑
応
答
・

意
見
交
換
な
ど
を
活
発
な
議
論

を
行
っ
た
の
ち
、
各
部
会
で
協
議

し
た
事
項
や
次
期
体
制
等
に
つ

い
て
報
告
が
な
さ
れ
た
。 
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年
末
手
当
妥
結
！

 
 

11
月
13
日
、
申
第
４
号
「
２
０
１
９
年
度
年
末

手
当
の
支
払
い
に
関
す
る
申
入
れ
」
第
三
回
目
の

団
体
交
渉
を
行
い
、
会
社
側
か
ら
回
答
の
提
示
が

あ
っ
た
。
内
容
は
、
台
風
被
害
が
あ
り
通
期
業
績

が
見
通
せ
な
い
中
で
も
、
昨
年
同
月
数
の
支
給
で

あ
る
こ
と
や
、
災
害
復
旧
に
努
め
る
組
合
員
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
と
評
価
す

る
と
同
時
に
、
下
半
期
の
収
入
確
保
へ
の
期
待
を

込
め
ら
れ
た
も
の
と
受
け
止
め
、
席
上
で
妥
結
し

た
。
ま
た
、
妥
結
に
あ
た
り
、
業
務
改
革
、
働
き
方

改
革
、
職
場
改
革
に
向
け
、
組
合
と
し
て
理
解
し
、

魅
力
あ
る
会
社
創
り
、
職
場
創
り
に
努
力
し
て
い

く
こ
と
を
表
明
し
た
。 

本
部
は
こ
の
間
の
交
渉
で
、
好
調
な
業
績
を
踏

ま
え
、「
変
革
」
の
実
現
に
向
け
て
努
力
す
る
組
合

員
へ
の
還
元
は
基
よ
り
、
同
時
に
、
安
全
対
策
や
、

今
般
頻
発
す
る
自
然
災
害
が
経
営
に
与
え
る
影
響

と
、
そ
う
し
た
リ
ス
ク
を
含
め
、
将
来
に
抱
え
る

多
く
の
課
題
に
つ
い
て
、
認
識
を
と
も
に
す
る
こ

と
の
重
要
性
を
議
論
し
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
会

社
側
か
ら
も
多
く
の
認
識
が
一
致
し
て
い
る
と

の
見
解
も
示
さ
れ
、
新
た
な
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
の
実
施
な
ど
、「
変
革
２
０
２
７
」
の
施
策
実

現
に
向
け
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
魅
力
あ
る
会

社
、
職
場
作
り
に
努
め
て
い
く
べ
く
唱
え
た
私
た

ち
の
ス
タ
ン
ス
は
、
大
き
な
意
味
で
実
を
結
ぶ
こ

と
が
で
き
た
。
労
使
協
議
に
お
い
て
、
互
い
の
成

果
を
実
現
す
る
こ
と
、
そ
し
て
会
社
の
発
展
を
め

ざ
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。 

 

令
和
元
年
度
の
年
末
手
当
に
つ
い
て 

１ 

基
準
額 

  

基
準
額
は
、
基
準
内
賃
金
の
３
．
１
８
ヶ

月
分
と
す
る
。  

２ 

支
給
日  

令
和
元
年
１
２
月
４
日
（
水
）
以
降
、

準
備
で
き
次
第
と
す
る
。 

  

業
職
種
別
部
会
「第
３
回
定
期
委
員
会
」開
催
！

11
月
16
日
、
本
部
の
諮
問
機
関
で
あ
る
各
業
職
種
別
部
会
は
、
「
第
３
回
定
期
委
員
会
」
を
本

部
事
務
所
で
開
催
し
、
各
部
会
役
員
・
委
員
、
中
央
執
行
委
員
ら
が
出
席
し
た
。
各
専
門
分
野
に
お

け
る
提
言
・
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
原
点
と
も
な
る
部
会
活
動
の
今
年
度
活
動
方
針
な
ど
を
決
定
し
た
。 
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各
部
会
役
員
に
つ
い
て 

管
理
部
会 

部

会

長 

大
泉
浩
康(

仙
台)

 

副
部
会
長 

菅
谷
尚
司(

仙
台)

 

事
務
局
長 
遠
藤
幸
雄(

関
東)

 

営
業
部
会 

部

会

長 

栃
窪
吉
則(
仙
台) 

 

副
部
会
長 

和
知
利
昭(
関
東)

 

事
務
局
長 

渡
辺
敏
昭(

新
潟
） 

運
車
部
会 

部

会

長 

日
光 

忠(

新
潟)

 

副
部
会
長 

佐
藤
定
司(

関
東)

 

事
務
局
長 

斎
藤
勝
彦(

仙
台)

 

設
備
部
会 

部

会

長 

船
山
勝
広(

新
潟)

 

副
部
会
長 

橘 

伸
幸(

仙
台)

 

事
務
局
長 

五
十
嵐
優
一(

仙
台) 

新
幹
線
地
方
本
部
は
11
月
16

日
、
本
年
４
月
か
ら
新
幹
線
業
務

の
一
元
化
に
よ
り
設
置
さ
れ
た

新
幹
線
統
括
本
部
に
所
属
す
る

組
合
員
に
よ
る
地
方
本
部
の
機

関
整
備
の
た
め
、
結
成
大
会
を
開

催
し
、
今
後
の
活
動
方
針
な
ど
を

決
定
し
た
。 

国
井
執
行
委
員
長
の
挨
拶
で

は
、
「
当
社
の
主
力
商
品
で
あ
る

新
幹
線
を
労
働
組
合
の
役
割
の

一
つ
で
あ
る
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を

働
か
せ
、
安
全
・
安
定
輸
送
の
実

現
、
会
社
へ
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
提

言
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
し

て
安
全
に
か
か
わ
る
こ
と
は
決

し
て
妥
協
せ
ず
に
追
求
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
来
年
度

に
は
電
気
部
門
が
加
わ
る
。
統
括

本
部
の
中
で
、
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
・

イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
の
存
在
を

ア
ピ
ー
ル
し
、
健
全
な
労
使
関
係

を
築
き
上
げ
、
新
幹
線
で
働
く
仲

間
と
共
に
躍
進
し
て
い
こ
う
。」

と
集
ま
っ
た
地
本
組
合
員
に
訴

え
た
。 

来
賓
と
し
て
、
菅
野
中
央
執
行

委
員
長
よ
り
「
全
体
的
に
高
齢
化

し
て
い
る
が
、
若
手
組
合
員
も
い

る
。
若
手
に
つ
な
げ
ら
れ
る
活
動

を
積
極
的
に
し
て
ほ
し
い
。
」「
他

労
組
が
新
幹
線
職
場
へ
入
り
込

も
う
と
し
て
お
り
、
イ
ー
ス
ト
ユ

ニ
オ
ン
新
幹
線
地
本
の
取
り
組

み
強
化
を
お
願
い
す
る
。
そ
し
て

こ
れ
を
戦
略
的
な
組
織
拡
大
に

つ
な
げ
て
ほ
し
い
。
」
と
激
励
し

た
。 そ

の
後
、
議
事
に
入
り
、
基
本

的
に
は
今
ま
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド

が
あ
る
立
場
で
活
躍
い
た
だ
く

こ
と
、
会
社
と
の
交
渉
事
、
経
営

協
議
会
な
ど
の
意
見
交
換
で
、
新

幹
線
業
務
に
特
化
し
た
事
案
に

対
す
る
有
効
な
提
言
、
交
渉
を
図

っ
て
い
く
こ
と
な
ど
を
確
認
し

た
。 最

後
に
、
「
安
全
衛
生
活
動
や

労
使
協
議
等
の
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
通
じ
て
、
職
場
か
ら
の
ボ
ト
ム

ア
ッ
プ
を
基
礎
と
し
た
、
よ
り
実

態
に
即
し
た
実
効
性
の
高
い
対

策
の
創
出
・
実
施
に
丁
寧
か
つ
粘

り
強
く
取
り
組
む
。」「
未
組
織
労

働
者
の
組
織
化
を
通
じ
た
組
織

強
化
・
拡
大
を
実
現
す
る
こ
と
で

『
Ｊ
Ｒ
連
合
１
０
万
人
組
織
』
の

達
成
や
Ｊ
Ｒ
産
業
の
持
続
的
な

発
展
、
Ｊ
Ｒ
関
係
労
働
者
の
社
会

的
地
位
の
向
上
に
繋
げ
る
。
」
と

し
た
大
会
宣
言
が
採
択
さ
れ
、
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。 

 

〈
新
幹
線
地
本
三
役
〉 

執
行
委
員
長 

国
井 

道
徳 

（
新
潟
新
幹
線
運
輸
区
） 

執
行
副
委
員
長 

青
田 

節
雄 

（
新
幹
線
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
） 

事
務
局
長 

斎
藤 

勝
彦 

（
新
幹
線
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
） 

 
 

私
た
ち
イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン

は
、
企
業
内
労
働
組
合
運
動
を

展
開
す
べ
く
、
各
機
関
、
専
門
分

野
の
技
能
・
知
識
を
集
約
し
、
参

加
提
言
型
運
動
を
進
め
て
い
き

ま
す
。 

Ｊ
Ｒ
連
合
「
第
２
回 

労
働

政
策
委
員
会
」
を
開
催 

２
０
春
闘
を
本
格
始
動
！ 

 

Ｊ
Ｒ
連
合
は
11
月
14
日
、
第

２
回
労
働
政
策
委
員
会
を
開
催

し
、Ｊ
Ｒ
各
単
組
の
委
員
が
出
席

す
る
中
、２
０
２
０
春
季
生
活
闘

争
に
関
し
て
、
闘
争
方
針
の
基
本

的
ス
タ
ン
ス
な
ど
を
確
認
し
た
。 

Ｊ
Ｒ
連
合
の
２
０
２
０
春
季

生
活
闘
争
は
、
連
合
構
成
組
織
と

し
て
、連
合
方
針
に
基
づ
き
取
り

組
む
こ
と
は
も
と
よ
り
、新
た
に

策
定
し
た「
中
期
労
働
政
策
ビ
ジ

ョ
ン
（2

0
1
9

～20
23

）」
に
基
づ

く
初
め
て
の
春
闘
と
な
る
こ
と

か
ら
、
加
盟
各
単
組
が
、
同
ビ
ジ

ン
で
最
重
要
点
課
題
と
す
る
、
Ｊ

Ｒ
産
業
の
持
続
的
な
発
展
は
グ

ル
ー
プ
会
社
、
協
力
会
社
等
の
存

在
が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
認
識

に
つ
い
て
、加
盟
全
単
組
が
共
有

し
、す
べ
て
の
Ｊ
Ｒ
関
係
労
働
者

の
労
働
条
件
の
「
底
上
げ
」「
底

支
え
」
と
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
内
に

お
け
る
企
業
規
模
間
の「
格
差
是

正
」
を
実
現
し
て
い
く
と
い
っ

た
、２
０
春
闘
の
勝
利
に
向
け
た

基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
を
確
認
し
、

こ
れ
に
基
づ
く
基
本
方
針
の
答

申
に
向
け
た
議
論
が
行
わ
れ
た
。 

イ
ー
ス
ト
春
闘
は
７
期
連
続

の
ベ
ア
獲
得
と
、総
合
労
働
条
件

の
向
上
に
向
け
て
、Ｊ
Ｒ
連
合
の

仲
間
と
と
も
に
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。 

ョ
ン
で
示
し
た
「
Ｊ
Ｒ
関
係
労
働

者
に
と
っ
て
あ
る
べ
き
働
き
方
」

や
賃
金
を
は
じ
め
と
す
る
労
働

条
件
の
各
種
目
標
を
共
有
し
、
一

歩
で
も
前
進
を
図
る
取
り
組
み

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し

た
上
で
、
Ｊ
Ｒ
産
業
の
特
性
や
現

状
を
踏
ま
え
、「
人
材
の
確
保
・

定
着
」
に
む
け
て
、
定
期
昇
給
は

も
ち
ろ
ん
、
、
社
員
一
人
ひ
と
り

が
生
み
出
し
た
付
加
価
値
や
生

産
性
向
上
分
の
適
正
な
分
配
、
即

ち
、
継
続
的
な
賃
上
げ
が
不
可
欠

で
あ
る
こ
と
、
併
せ
て
、
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
観
点
で
、

す
べ
て
の
労
働
条
件
を
点
検
し

改
善
を
図
る
「
総
合
生
活
改
善
闘

争
」
を
継
続
し
て
取
り
組
む
こ

と
、
そ
し
て
、
私
た
ち
の
ビ
ジ
ョ

 

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
今
年
度
も
「
連
合
・
愛
の
カ
ン
パ
」
に
参
加
、
取

り
組
み
を
展
開
し
ま
す
。
集
約
し
た
カ
ン
パ
金
の
一
部
は
、
宮
城

県
名
取
地
区
に
お
け
る
オ
イ
ス
カ
「
海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
支
援
へ
も
充
て
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
、
連
合
「
台
風
19

号
災
害
救
援
緊
急
カ
ン
パ
」
に
つ
い
て
も
支
援
対
象
と
し
、
併
せ

た
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

期 

間 

２
０
１
９
年
11
月
～
12
月
（
12
月
11
日
ま
で
集
約
） 

目 

標 

組
合
員
一
人
５
０
円
以
上
を
目
標
と
す
る
任
意
カ
ン
パ 

 

新
幹
線
地
本
が
機
関
整
備 

 


